
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度２回目の「思いやり集会」を実施！ 
９月１４日（月）に今年度２回目の思いやり集会を行いました。今回も新型コロナウイル

ス感染拡大防止のため、全体でも集会はせず、園内放送を利用し、園長先生の話、おもい

やりのうた合唱の後、各クラスの心温まる思いやりエピソードを発表してもらいました。 

その後、乳児クラスと幼児クラスに分かれて、職員による思いやりペープサート＆劇「ね

ずみくんのチョッキ」を見て、子ども達と一緒に思いやりについて考え、再確認する事が

できました。 

 

おもいやり通信 
発 行：社会福祉法人 清水保育園 

幼保連携型認定こども園 清水こども園 

発行日：令和２年１０月１６日 

第３７号 

清水こども園では、思いやり保育に力をいれ、今年度は、「小さなことにも、みんな笑顔で

ありがとう」をスローガンに、思いやりあふれる園を目指して諸活動を展開しています。 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、とても大切なふれあい活動が思うように出来な

い歯がゆさがありますが、試行錯誤しながら出来ることを行い、少しでも子どもたちの心に

思いやりの種をまいていきたいと思います。 

今年のメイン活動である「おもいやり・ありがとう運動」

も皆さんのご協力により、一人２枚の思いやりパーツカード

が出来上がっています。年度末に完成した思いやりカードを

プレゼントするのが楽しみです。 

 

 

＜おもいやりテーマ＞小さなことにも、みんな笑顔で、ありがとう！ 

年間を通して実践していきましょう 

思いやり３原則（手伝う・励ます・ありがとう） 

①手伝う（他の人のために 喜んで手伝おう） 

②励ます（元気づけよう、応援しよう、優しい心を送ろう） 

③ありがとう（感謝の心で ありがとうを伝えよう） 
 

今年度のメイン活動 

＜思いやり「ありがとう」運動＞ 
今年度は、「ありがとう」をﾒｲﾝﾃｰﾏに活動していきます（ありがとうこども園を作ろう！） 

思いやり通信を定期的に発行し、思いやり三原則（手伝う・励ます・ありがとう）のありがとうに沿って

カードに記入していただきます。 

《思いやりカード》 

家庭から提出された思いやりパーツカード（４枚：保護者提出

は 3枚・1枚は担当で記入）を使って、個人の「思いやりカード」

を作り年度末にプレゼントします。ハートの形のカードを使用

し、4つ葉のクローバの形に貼り合わせていきます。 

 

ご家庭へのお願い 
思いやり集会の日（6･9･2 月）に各家庭にカードを配布し

ます。 

自分のお子様に対しての「ありがとう」をテーマにしたメ

ッセージをカードに記入して 1 週間の間に提出して下さ

い。 

 

いつもありがとう「感謝のハガキ」を制作・投函 
コロナ禍で色々と大変

な思いをしている家族

の皆さんへの感謝の気

持ちを伝えるため、８月

下旬に全クラスで子ど

もたちが感謝のハガキ

を制作しポストに投函

しました。この企画は郵

便局の協力のもと行う

ことができました。 

 

おもいやり通信 

愛情 

希望 誠実 

希望 

２枚の思いやりパーツカードが完成！ 



「思いやりカルタ」第２弾 
※「思いやりカルタ」とは、平成２５年度に思いやり活動の一環として、

保護者の皆さんから、読み札の文句や思いやり写真を募集して、園で作成

したオリジナルカルタです。思いやりカルタの一部を紹介します。 

 

 

 
ねずみくん：ねみちゃん、僕のお母さんが僕に赤いチョッキを編んでくれているんだ。 

ねみちゃん：いいな。私もお母さんに頼んでみよ～。あっ！私、用事があったんだ、帰らなきゃ。ばいば～い！ 

ねずみくん：じゃあ、またね。ばいば～い！ねみちゃん、僕と同じ赤いチョッキを欲しがっていたなぁ。僕のお母さ

んに、ねみちゃんのチョッキ、作ってもらおう。 

次の日 

ねずみくん：僕と同じチョッキを、お母さんが、ねみちゃんにも編んでくれたんだ。 

ねみちゃんに届けに行こう！ それ、いけっ！ 

ねこ   ：こらこら。いったい何を持っているんだ。見せてみろ！ 

ねずみくん：だめだよ。これは、ねみちゃんに届ける大切な物なんだから。 

ねこ   ：そんなところに隠れたって、だめだめ。 

くじゃく ：ねずみくんは、いませんよ。 

      ねずみくん、今のうち、早く逃げて。 

ねずみくん：くじゃくさん、ありがとう。 

ねこ   ：あんなもんじゃあ、ごまかされないぞ。 

ねずみくん：あれ？まだ、追いかけてくるの？それっ、いけ！！ 

ねこ   ：消えちゃったぞ。 

ぞう   ：僕、知らないよ。さあ、今のうちに逃げなさい。 

ねずみくん：ぞうさん、ありがとう。 

ねこ   ：あんなところに隠れていたのか。 

ねずみくん：それいけっ！ 

ねこ   ：また、消えちゃったぞ。 

きりん  ：・・・・・・・・。はい、今のうちですよ。 

ねずみくん：きりんさん、ありがとう。 

ねこ   ：また、あんな所に隠れていたのか。 

ねずみくん：それいけっ！ 

ねこ   ：どうだ。今度はもう隠れるところがないだろう。 

ねずみくん：もう、いじわる、やめてよ。 

ワニ   ：うるさいなぁ。誰だ！ 

ねこ   ：どうも･･･ワニさん、起こしてすみません。 

ねずみくん：あ～助かった。でも、チョッキがずいぶん伸びて汚れちゃったなぁ。 

ねみちゃ～ん！ 

ねみちゃん：どうしたの？その変なチョッキ！せっかく、ねずみくんとお揃いのチョッキを着て待っていたのに。 

ねずみくん：ねみちゃんのチョッキをお母さんが編んでくれたんだけど、持っているならいらないね。 

ねみちゃん：えっ！そんなことないわ。私のチョッキとお母さんのチョッキ、取り替えっこして！ 

ねこ   ：いいな、いいな。 

ねみちゃん：ねこ君も、チョッキが欲しいの？ねずみくん、お母さんにお願いできる？ 

ねずみくん：え！でも、僕のこと、追いかけて、いじわるしたんだよ。 

ねこ   ：そうじゃなくて、プレゼントの中身を見たかっただけなんだよ。ごめんね。 

ねずみくん：そうだったんだ。僕も見せなくてごめんね。 

ねみちゃん：じゃあ、みんなでねずみくんのお母さんに、ねこ君のチョッキを作ってほしいってお願いしに行こう! 

ねこ   ：わ～い、ありがとう。嬉しいな！！ 

ねずみくん：そうしよう！きっと僕のお母さん、作ってくれるよ！楽しみだね。そうだ！

僕もお母さんのお手伝いしよ～っと！！ 

ねずみくんのお母さんが、ねこ君にもチョッキを作ってくれて、3 人で仲良

くお揃いのチョッキを着る事が出来ました。 

ねこ君、よかったね！！ おしまい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「それいけ！ねずみくんのチョッキ」 ストーリー 

○くまさんの ぬいぐるみにも 

ばんそうこう 

 

○きがついて すいどうみちの 

ごみひろい 

○ちいさいて とんとんとんと

ん かたたたき 

 

○けーきたべ ママにもひとく

ち おすそわけ 

 

○そいねする しあわせつづけ

と パパねがう 

 

○すごい ままのつくった ご

はんおいしい 

 


